
1 櫛梨山松ヶ端城跡 7 常包城跡 13 佐文城跡 19 山脇城跡
所在

不明 平山城跡

時期 中世 時期 中世 時期 中世 時期 中世 時期 中世

城主 堀部刑部少輔など 城主 常包三郎右衛門など 城主 小川布伯など 城主 道久左馬亮久友、斉藤下野守など 城主 大谷川太郎右衛門光盛など

概要

伝承で如意山から派生する尾根先端
の標高77m地点にあったとされる。櫛
梨山城と指呼の距離にあり絶好の地
と言える。

概要
屋敷があったとの伝承が残る。明治
時代の地籍図によると大小2つの方形
区画が読み取れる。五輪塔も残る。

概要
かつて金刀比羅宮付近にあった称名
寺城主の居館跡と伝わる。

概要
尾根先端の頂部に曲輪や土塁が残
る。眼下には川があり天然の堀とな
る。

概要 城跡があったとの伝承が残る。

2 円浄寺陣所跡 8 大谷川城跡 14 仲南藤目城跡 20 大西城跡
所在

不明 炭所城跡

時期 天正年間（1573～92） 時期 天正10年（1582） 時期 天正6年（1578） 時期 中世 時期 中世

城主 長宗我部元親など 城主 大谷川左近太夫橘光兼など 城主 斎藤下総守師郷など 城主 大西広正など 城主 長尾伊勢守及び惣左衛門など

概要
長宗我部元親の陣所とされたとの伝
承が残る。

概要
尾根筋に方形の曲輪が連郭式に4段配
される。各曲輪には土塁を配し帯曲
輪や虎口も残る。

概要

山頂に20m×15mの平地がある他、各
尾根に曲輪や竪堀を巡らせる。長宗
我部元親の讃岐侵攻の足掛かりに
なった城との説がある。

概要
尾根先端の頂部にあったとの伝承が
残る。城の遺構は未確認である。

概要 城跡があったとの伝承が残る。

3 西長尾城跡(国吉城跡) 9 大堀城跡 15 新目城跡 21 備中地城跡
所在

不明 生間城跡

時期 貞治元年～天正10年（1362～1582） 時期 中世 時期 天文年間～天正6年（1532～78） 時期 中世 時期 中世

城主 長尾大隅守高親、国吉甚左衛門尉など 城主 不詳 城主 新目弾正安光など 城主 造田備中守宗俊など 城主 不詳

概要

阿野郡最大の山城。現在の西長尾城
は長宗我部時代の大規模な改修が施
され、讃岐攻略の重要拠点であった
ことがわかる。

概要
南北170m、東西110mのややいびつな
長方形をしている。堀跡は幅10mの水
田や幅8mの深い水路となって残る。

概要

山頂に10m×20mの平地がある他、曲
輪や土塁、虎口の痕跡が残る。城主
は天正6年の藤目城の戦いで討死にし
た。

概要

造田城西方2㎞にある城山山頂に曲輪
が残る。南麓には川があり、天然の
堀となる。付近には城に関わる地名
が多く残る。

概要 城跡があったとの伝承が残る。

4 町代土居屋敷跡 10 神野寺陣所跡 16 本目城跡 22 造田城跡
所在

不明 笠形山城跡(桜が丸城跡)

時期 中世 時期 天正12年（1584） 時期 天文年間～天正年間（1532～92） 時期 中世 時期 中世

城主 不詳 城主 長宗我部元親など 城主 本目左衛門尉正利など 城主 造田備中守宗俊など 城主 不詳

概要
南朝方として活躍した小亀氏の居城
があった。75～100×125mの周辺の
土地割と異なる区画が読み取れる。

概要
長宗我部元親の陣所とされたとの伝
承が残る。

概要
城があったとの伝承が残る。城の遺
構は未確認である。

概要
首切峠南東の城山山頂に所在する。3
つの曲輪が細い道によって連結す
る。西斜面に腰曲輪がある。

概要 城跡があったとの伝承が残る。

5 金丸城跡 11 城丸城跡(恕の丸砦跡、照井城跡) 17 春日城跡 23 中通山城跡
所在

不明 勝浦城跡

時期 中世 時期 天正年間（1573～92） 時期 中世 時期 中世 時期 中世

城主 小亀城太郎など 城主 向井丹後守貞次など 城主 大谷川六左衛門光邦など 城主 新居弾正利秀など 城主 勝浦権右衛門など

概要

尾根上に曲輪、堀切、竪堀、土塁が
残る。戦国末期の発達した構造を持
つ城。保存状態も良好で山麓には五
輪塔も残る。

概要

標高180mの山頂部に平地がある。北
西面は採土で大きく削られている
が、残る西尾根には曲輪状地形があ
る。

概要
東山の麓にあったとされる。「政所
屋敷」との地名が残る。城主は大谷
川城主大谷光兼の長子。

概要

尾根の先端に「おおてんし」と呼ば
れる平坦地がある。その北東尾根に
は「こてんし」があり、尾根を堀切
で防衛している。

概要
源義経の家来が住み着き開拓したと
いう伝承が残る。

6 種子城跡 12 丸山城跡 18 尾ノ瀬山城跡 24 真鈴峠番所跡

時期 中世 時期 天正年間（1573～92） 時期 中世 時期 中世

城主 大谷川左近右衛門盛国など 城主 飯尾太六兵衛国盛など 城主 不詳 城主 不詳

概要
尊光寺裏山の標高366mと361mの付近
に所在した可能性が高い。

概要

付近六ヶ村を治めた領主の城。山頂
に50m×15ｍの平地がある。周囲の
峠を越える敵に対する見張り城と思
われる。

概要
中世山林寺院「尾ノ背寺跡」が戦国
期に山城として利用された。尾根上
に曲輪、竪堀、土橋、堀切が残る。

概要
80m×30mの平坦地が残る。土塁らし
き高まりもあり、阿波と讃岐の国境
に置かれた番所と思われる。
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